
 

議 案 頁 数 

３１号 １ 

 

議案第３１号 

 

 

 

守谷市ダイバーシティ宣言について 

 

 

 

 別紙のとおり宣言することについて、議会の議決を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ５ 年 ３ 月 １ 日 提  出 

 

 

守谷市長 松 丸 修 久   

 

 

令和  年  月  日 原案 決 

 

 

 

 

 



 

議 案 頁 数 

３１号 ２ 

 

守谷市ダイバーシティ宣言 

 

 

 急速な人口減少社会の進展や少子高齢化、経済・社会のグローバル化の進行

など、社会情勢は大きく変化しています。 

 このような中、活力があり、持続可能な地域社会をつくるためには、多様な

人材の活躍により、ニーズの変化や急激な環境の変化などのリスクへの対応力

を高めることが重要です。 

 その実現のためには、年齢や性別、国籍、障がいの有無、性的指向・性自認

等にかかわりなく、一人ひとりの人権が尊重され、誰もが個々の能力を発揮で

きる社会、多様性が受容されるダイバーシティ社会の実現が求められています。 

 私たち守谷市は、ダイバーシティ社会の実現に向けて次のことに取り組むこ

とをここに宣言します。 

 

 

１ 年齢や性別、国籍、障がいの有無、性的指向・性自認等にかかわらず、互 

いに認め合い一人ひとりが自分らしく暮らすことができるまちをめざしま

す。 

 

２ 一人ひとりが充実した生活を送ることができるよう、それぞれの価値観や

ライフスタイルの違いを尊重し、ワークライフバランスに配慮した環境整備

をすすめます。 

 

３ 多様性を認め合い、インクルーシブなまちづくりに向けた意識醸成を行う

とともに、固定観念にとらわれない新しい価値を創出できる人材を育成する

ことで、誰一人取り残さない「ダイバーシティもりや」の実現をめざします。 

 

 

令和  年  月  日 

守谷市長 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

議 案 頁 数 

３１号 ３ 

 

提案理由（議案第３１号） 

 

 

 提案の理由を申し上げます。 

 守谷市が、急速な社会情勢の大きな変化に対応し、持続可能な地域社会をつ

くるには、多種多様な人材の活躍が必要となります。 

 そのためには、年齢や性別、国籍、障がいの有無、性的指向・性自認等にか

かわりなく、一人ひとりが尊重され、誰もが個々の能力を発揮できる社会、多

様性が受容されるダイバーシティ社会を実現しなければなりません。 

 そこで、ダイバーシティ社会の実現に向け、市全体として取り組んでいくた

め「守谷市ダイバーシティ宣言」を行い、その理解や促進を図るものです。 

 よろしく御審議の上、御決議のほどお願いいたします。 


